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厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業 
IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究 

分担研究報告書（平成30年度） 
 

自己免疫性膵炎(AIP)における超音波内視鏡下穿刺吸引生検法（EUS-FNA）にて得

られる組織中血液のFACS解析を用いた診断への応用 
 

研究分担者 井戸 章雄 
鹿児島大学大学院 消化器疾患･生活習慣病学 教授 

 
 

研究要旨： IgG4関連疾患(IgG4-RD)、自己免疫性膵炎(AIP)における末梢血液を用いた

Flowcytometry(FACS)による免疫細胞分布の解析がその診断・治療へ有用であるとの報

告があるが組織中血液の FACSを用いた解析に関する報告はない。今回 AIPに対して

EUS-FNAの穿刺の際に得られる組織中血液を用いて FACSによる組織中免疫細胞の分

布などの解析を行った。通常の採血にて採取分離した PBL(peripheral blood lymphocyte)

とEUS-FNAにて採取分離した膵組織中TIL(Tissue infiltrating lymphocyte)を用いて解

析を行った。PBLと TILを同日に採取解析したところ、IgG4陽性形質細胞、制御性 T

細胞(Treg)、マクロファージ(M1,M2)の分画も解析したところ、TregやM1分布に有意差

はなかったが、IgG4陽性形質細胞、M2の分布は有意に TIL内で多かった。EUS-FNA

の穿刺の際に得られる組織中血液を用いた FACS 解析は AIPの診断・病態解析に有用で

ある可能性が示唆された。 

 
Ａ．研究目的 
IgG4 関連疾患(IgG4-RD)、自己免疫性膵炎
(AIP)における末梢血液を用いた
Flowcytometry 
(FACS)による免疫細胞分布の解析がその
診断や治療指針設定へ有用であるとの報
告があるが組織中血液のFACSを用いた解
析に関する報告はない。保険収載以降急
速に普及した超音波内視鏡下穿刺吸引生
検法(EUS-FNA)はAIPの膵病理診断及び悪
性腫瘍の除外において多くの施設にて行
われているが、EUS-FNA の AIP に対する有
用性に関しては議論の余地がある。そこ

で今回 AIP に対して EUS-FNA の穿刺の際
に得られる組織中血液を用いてFACSによ
る組織中免疫細胞の分布などの解析を行
った。 
Ｂ．研究方法 
当科において経験した AIP 症例より採取
し組織中血液末梢血より分離した
PBL(peripheral  
blood lymphocyte)や EUS-FNA にて採取分
離した膵組織中 TIL(Tissue 
infiltrating lymphocyte)を用いて FACS
による組織中免疫細胞の分布を解析した。 
（倫理面への配慮） 
 本研究は鹿児島大学倫理審査委員会に
おける承認を得て行われた。患者情報は
匿名化し、同意文書を用い患者本人の同
意を得たうえで保存された検体を使用し
た。 
 
Ｃ．研究結果 
(1) CD19+IgG+IgG4+ %(PBL:TIL,  
5.5±0.9%:31.1±24.4) 、gMFI (PBL:TIL, 
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6258.5±381.6:35862.8±43477.8), 
CD19+CD138+IgG4+ gMFI (PBL:TIL, 
6207.5±1231.7:22695.8±8694.6) はそ
れぞれ 
TIL が PBL よりも有意に高値であった。ま
た制御性 T細胞
(Treg;CD3+CD4+CD25+Foxp3+)、マクロファ
ージ(M1;CD68+CD86+,M2;CD68+CD206+)の分
画を解析したところ、Treg や M1 分布に有
意差はなかったが、M2の分布は有意にTIL
内で多く、M1/M2 ratio も低値であった。 
 
Ｄ．考察 
リンパ球、マクロファージの分布は PBL
と TIL で有意に異なっており、TIL が血管
穿刺による contamination ではないと考
えられ、末梢血液と組織中にみられる免
疫細胞の分布は有意に異なっている可能
性が示唆された。 
 
Ｅ．結論 
 IgG4-RD（自己免疫性膵炎）において
EUS-FNA の穿刺の際に得られる組織中血
液を用いた FACS 解析は AIP の診断・病態
解析に有用である可能性が示唆され、今
後症例を重ね検討をする。 
 
Ｆ．研究発表 
 1.  論文発表 
 なし 
 
 2.  学会発表 
 なし. 
                   
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。）  
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 

 


